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Abstract ： Laumontite is a harmful mineral for concrete. Standard specifications for concrete structures described that 
laumontite and its dehydration material leonhardite would need care because there was volume change between laumontite 
and leonhardite due to drying and wetting. This action causes cracks in the concrete. However, no standards or conditions 
have been set for the use of laumontite -bearing aggregates. The purpose of this study is to considervt the effect on 
concrete and the formulation of deterioration countermeasures when using laumontite-bearing aggregates. First, qualitative 
and quantitative analysis using X-ray diffraction was performed on aggregates in New Caledonia and Japan. Next, cement 
paste containing single crystal of laumontite and mortar containing laumontite-bearing aggregates was prepared for 
deterioration reproduction and exposed in an environment where wetting and drying were repeated. Then, 
Density-enhanced mortar containing cement admixture was produced to prevent deterioration and exposed in a repeated 
dry and wet environment. From these results, deterioration was confirmed in the cement paste containing the single crystal 
of laumontite. On the one hand, no deterioration was confirmed in the mortar containing laumontite-bearing aggregates at 
the age of 196 days. Then, it was confirmed that the mortar containing the admixture tended to have higher strength than 
the mortar not containing the admixture. 

 

 

１． はじめに 

 

 １・１ 研究背景 

コンクリートの劣化で骨材に起因する例としてロー

モンタイト(Laumontite)がある。 

 ローモンタイトがコンクリートに好ましくないことは

1923 年 Pearson1)が初めて報告した。1969 年には、ASTM 

C 2942)でローモンタイトは乾燥湿潤の変化に伴い体積変

化を起こすため、要注意であることが記載された。日本

では 1979 年に有泉 3)により、Pearson1)の引用と劣化事例

が紹介された。1981 年には丸,柳田 4)により、劣化原因と

して①乾湿の変化に伴うローモンタイトの体積変化、②

ローモンタイトの乾燥時の脱水に伴う粉化、③ローモン

タイトとセメント中のカルシウム(Ca)との化学反応、④

ローモンタイトの水の放出などが示され、これらにより

表面剥離、強度低下、ポップアウトを引き起こすとされ

ている。その他、尾藤ら 5)、重倉 6)、日本コンクリート

協会 7)、藤井ら 8)、川村 9)などによっても、ローモンタイ

トがコンクリートに有害であるとされており、ローモン

タイトを骨材として使用した実験的な検証は脇坂 10)ら

による報告事例がある。 

現在、ニューカレドニアではローモンタイトによる劣 
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化の被害が深刻な社会問題となっている 11)。これは、ニ

ューカレドニアで用いられている本国フランスの NF(フ

ランス国家規格)にローモンタイトの使用に関する記載

がされておらず、ローモンタイト含有骨材によるコンク

リート劣化の知見がなかったことが原因である。 

このようなことから、本国フランス政府や外務省を通

じて本学へ劣化対策策定の検討の依頼があった。 

ローモンタイトは火山地帯での産出が多く、アメリカ

西海岸 12)やチリ 13)でもローモンタイトによる被害事例

があるが、この劣化は日本であまり知られていない。ロ

ーモンタイトは火成岩や堆積岩に存在するため、日本全

国の広い地域で産し、現在日本のコンクリート標準示方

書[施工編]14)には注意のみが記載されており、今後の検

討項目とされている。日本での被害事例は少なく、これ

は骨材生産の過程で密度が小さいローモンタイトを含む

岩石は除かれている可能性がある。しかし、ダムコンク

リート生産時は骨材を生産する原石山で良質な骨材の選

定が難しい場合は使用せざるを得ない状況である。九州

のダムでは竣工後堤体表面に細かいクラックが入り、堤

体の角の部分は砂状になり表面のコンクリートが崩れ落

ち、粗骨材がむき出しとなった被害がある 15)。 

良質な骨材の採取が困難な日本で、この劣化は将来問

題になる可能性が否定できず、ニューカレドニアだけで

はなく、日本でもローモンタイトに関する新たな見地と

劣化対策が必要である。 
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１・２ 研究の目的 

本研究はローモンタイトによるコンクリートへの影

響と劣化対策を検討するため、ニューカレドニアと日本

で採取したサンプルに対してローモタイトの含有の確認

を粉末 X 線回析による定性分析で行った。その後、内部

標準法を用いて、ローモンタイトの検量線を作成して含

有量を推定した。次に、乾燥湿潤の繰り返しによるロー

モンタイトの変質の形態観察とコンクリートへの影響を

確認するため、ローモンタイトの単結晶とセメントペー

ストに単結晶を埋没させた供試体を乾燥湿潤促進環境で

曝露させた。また、含有が確認されサンプルを使用して

供試体を作製し、屋外、屋内、湿潤乾燥の繰り返し促進

での劣化観察と強度低減の測定を行った。さらに、劣化

抑制対策としてフライアッシュ、高炉スラグを混和材と

して使用した供試体を作製し、乾燥湿潤繰り返し促進環

境下にて曝露し、曲げ試験及び圧縮試験を行った。 

 
２． ローモンタイトの特徴と含有コンクリートの劣化

機構 

 

ローモンタイトはゼオライト(沸石)の一種で、結晶は

四角柱状で端面が切られたような形状をしている。ロー

モンタイトは火山岩の空隙、溶岩と海水の反応産物、地

熱帯の変質・編成鉱物などとして、様々な環境で生成し

ている。ローモンタイトは乾燥すると体積を 1.5~3%圧縮

してレオンハルダイト(Leonhardite)に変化する 3) 16) 17)。

またこれを湿潤すると 1N/mm2 程度の膨張圧で体積を膨

張してローモンタイトに戻る 18)。これは次式で示される。 

 

 コンクリート表面下でローモンタイトが降雨などの乾

湿が繰り返されると、セメントペーストとの付着面で疲

労破壊が発生する。これが長期に渡るとひび割れがコン

クリート表面に達してポップアウトや表面剥離が生じる

(写真-1)。この時ローモンタイトの結晶中では結晶構造

の変化によりひび割れが進行し、粉状化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． ローモンタイト含有サンプルの定性分析および定

量分析 19) 

 

３・１ 分析に使用したサンプル 

ニューカレドニアから入手したサンプルはローモン

タイトの含有が現地で確認されており、含有量の多い順

から No.1，No.2，No.3 と非含有の No.4 の 4 つのサン

プルである。このうち No.1 のみ白色の岩石が混入して

おり、それのみを回収してサンプルとした No.1(白)の計

5 種類のサンプルを回析した。 

日本国内(四国)のサンプルは、ローモンタイトの含有の

可能性があるとされている地域で産した玄武岩，玄武岩

(白脈)，風化花崗岩の粗砂，砕砂，脱水ケーキの 5 種類

のサンプルを回析した。また、各サンプルのローモンタ

イトの含有の確認や定量をするためインド産のローモン

タイトの単結晶を標準試料として用いた。 

 

３・２ 実験方法 

 定性分析は各サンプルを粒径 0.15 以下に粉砕し、

粉末 X 線回析装置でピークデータを抽出し、ICDD(国際

回析データセンター)のデータベースと照合して分析を

行なった。X 線回析条件を表-1 に示す。 

 定量分析には内部標準法を用いた。内部標準法とは、

測定試料に一定量の標準物質を加え、測定試料と標準物

質の X 線回折強度比を求めると、一定の比例関係を示す

ことを利用して行う定量法である 20)。この方法は、あら

かじめ純粋な鉱物とそれ以外の物質を各種の割合で混ぜ

合わせ、一定量の標準鉱物を混ぜ X 線回折を行い、純粋

な鉱物と標準鉱物の回折線強度比と、その重量％の関係

を求めておく。次に、測定試料に検量線を作成したとき

と同じ割合で標準鉱物を混ぜ測定試料中の定量対象の鉱

物と標準鉱物の回折強度比を求め、既に得られている検

量線からその重量％を求める。本研究では、内部標準物

質には特級試薬のフッ化リチウム(LiF)を、母材には試

薬のけい砂(Silica Sand)を用い、ローモンタイト結晶を

１,2，4，6，8，10，15，20％含有させた X 線試料を作

製し、各試料を 5 回測定し、第一強線のピーク(9.3°(2θ 

Cukα1))の平均をその試料のピーク強度とした。各試料

の配合は表-２に示す。これを用いて検量線を作成し定量

分析を行った。X 線回折の条件は定性分析と同様である。 

表-1 X 線回析条件 

 

 

 

 

 

管球

管電圧

管電流

走査範囲

走査速度 0.5°/min

条件

Cukα1

40kV

30mA

5°~70°

写真−１ ローモンタイトによる表面剥離の様子 11) 
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表-2 定量分析に使用した試料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３・３ 結果および考察 

粉末 X 線回析により得たローモンタイトの標準試料、

ニューカレドニアのサンプル及び国内のサンプルの粉末

X 線回析図を図−１、図−２、図−３に示す。ローモンタイ

ト標準試料の回析結果から第一強線(I1)9.3°、第二強線

(I2)21.3°、第三強線(I3)12.3°で出現した。ニューカレド

ニアのサンプルからは回析角 9.3°付近で No.1∼3 の順に

高さの異なるピークが出現した。これをローモンタイト

の標準試料から得られた 3 強線と比較するとこれはロー

モンタイトであると考えられる。しかし、No.1(白)から

はローモンタイトと考えられるピークは検出されなかっ

た。国内サンプルに対する回析では砕砂、粗砂、玄武岩(白

脈)からはローモンタイトは確認できなかったが、玄武岩、

風化花崗岩、脱水ケーキからはローモンタイトに近似し

たピークが出現した。 

 

 

 

 

 

 

 

図−１ ローモンタイト標準サンプルの X 線回析図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図−２ ニューカレドニアのサンプルの X 線回析図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図−３ 国内のサンプルの X 線回析図 

 

粉末X線回析の結果を元に ICDDを用いて定性分析を

行い、各サンプルに含有していると考えられるニューカ

レドニアのサンプルと国内のサンプルの鉱物を表−２、表

−３に示す。 

ニューカレドニアのサンプル No.1,No.2,No.3 の結果

からはローモンタイトの存在が確認された。また、ロー

モンタイト以外のコンクリートに対する有害鉱物は確認

されなかった。 

四国のサンプル玄武岩、風化花崗岩、脱水ケーキの結

果からローモンタイトは確認できず、強線の近似する鉱

物の含有の可能性がある。これはX線強度の値が小さく、

ローモンタイトの第一強線 9.3°付近で出現した強線は

ずれがあり、9°付近は粘土鉱物が複数存在することから

ローモンタイトの含有の可能性が低いと考えられる。 

 

表−２ ニューカレドニアのサンプルの 

       粉末 X 線回析による定性分析の結果 

 

 

 

 

 

 

 

表-３ 国内のサンプルの 

     粉末 X 線回析による定性分析の結果 

 

 

 

 

 

 

 

試料

玄武岩 石英 緑泥石 方解石 スメクタイト

玄武岩(白脈) 方解石

風化花崗岩 石英 スメクタイト

粗砂 石英 曹⾧石

砕砂 石英 曹⾧石

脱水ケーキ 石英 曹⾧石 緑泥石 スメクタイト

含有鉱物

試料

No.1 石英 方解石 緑泥石 ローモンタイト スメクタイト

No.1(白) 石英

No.2 石英 緑泥石 曹⾧石 閃石 ローモンタイト 

No.3 石英 緑泥石 ローモンタイト 

No.4 石英 方解石 灰⾧石 輝石

含有鉱物

ローモンタイト

含有量 (%)

ローモンタイト

(g)

LIF

(g)

けい砂

(g)

計

(g)

1 0.10 1.00 8.90 10.00

2 0.20 1.00 8.80 10.00

4 0.40 1.00 8.60 10.00

6 0.60 1.00 8.40 10.00

8 0.80 1.00 8.20 10.00

10 1.00 1.00 8.00 10.00

15 1.50 1.00 7.50 10.00

20 2.00 1.00 7.00 10.00

第1強線 

第 3 強線 

第 2 強線 

砕砂 粗砂 風化花崗岩 脱水ケーキ  

玄武岩 玄武岩(白脈) 

10    20   30    40   50    60  (度) 

8   9   10   11  12   13  14  15   (度) 
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図-４ 今回作成したローモンタイトの検量線 

 

ローモンタイトの標準試料から作成した検量線を図-4

に示す。この検量線を使用してニューカレドニアのサン

プルのローモンタイトの含有量が多いとされる No.1 を

定量分析した結果、含有量は約 6％であった。No.2,No.3

は 1％未満であった。No.1 は日本で使用される骨材のロ

ーモンタイトの許容量の目安 1～2%21)を上回っており、

骨材として使用するにはふさわしくないことが分かる 8)。 

 

４． ローモンタイトの変質による劣化発現の形態観察

と強度試験 

 

４.１ ローモンタイトの粉状化観察 

前述の分析で使用したローモンタイトの単結晶のう

ち 10mm 以上のものを底面 40mm のアルミ製カップに入

れ、20℃の水中 2 日、80℃の乾燥炉に 2 日を 1 サイクル

とした乾燥湿潤の繰り返し促進環境下にて曝露した。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 粉状化観察用のローモンタイトの単結晶 

 

４.２ ローモンタイトの単結晶を埋没したペースト

供試体の乾燥湿潤繰り返しによる形態観察 

セメントにはニューカレドニアで使用されている

CEM II/A-S 42.5 N CE PM-CP2 NF(普通ポルトランドシ

リカセメント)を使用し、W/C=40%で 25×25×50mm の

ペーストに 10mm 以上のローモンタイトの単結晶を複数

個埋没させた供試体 3 本と埋没させていない供試体 3 本

を作製した(写真-３)。これを 20℃の水中で 28 日間養生

した後、20℃の水中で 2 日間、80℃の乾燥炉で 2 日間を

1 サイクルとした乾燥湿潤繰り返し環境下で曝露させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 劣化観察用のペースト供試体 

 

４.３ ローモンタイト含有骨材を埋没させた供試体

の形態観察 

 セメントの物理試験方法(JIS R 5201-1997)のセメン

ト強さ試験と同様の 40×40×160mm、セメントには CEM 

II/A-S 42.5 N CE PM-CP2 NF を使用し、W/C=40%のモル

タルにローモンタイトの含有量が最も多いニューカレド

ニアのサンプル No.1 の粒径 10mm 程度のものを上面か

ら 10mm の位置に 10 個埋没させた供試体(図-５)と埋没

させない供試体とを作製し、屋外条件、屋内条件、乾燥

湿潤繰り返しを促進させた条件で曝露させた。乾燥湿潤

繰り返し促進条件は 2 つの水槽の片方に供試体、もう一

方には水を入れ、ポンプで互いの水槽に水の移動が可能

になっており、プログラマブルタイマーで 24 時間毎に

水が移動するように設定した(図-６)。すなわち、供試体

は 24 時間毎に乾燥と湿潤を繰り返す。そして任意の期

間で各条件下の供試体にローモンタイトによる劣化発現

の形態観察を行なった。 

 

 

 

 

 

図-5 形態観察用供試体(サンプル埋没) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 乾燥湿潤繰り返し促進試験装置 

No.1 

40mm 
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４.４ ローモンタイト含有骨材を使用したモルタル

供試体の乾燥湿潤繰り返し試験 

セメントには CEM II/A-S 42.5 N CE PM-CP2 NF を使

用し、質量比でセメント：水：細骨材=0.4：1.0：1.5 と

し て 、 供 試 体 形 状 40×40×160mm の No.1( 粒 径

2.5~0.3mm)を細骨材として使用したローモンタイト含

有モルタル供試体と、けい砂(粒径 2.5~0.3mm)のみを使

用したローモンタイト非含有供試体とを各 39 本作製し

た。配合表を表-4、表-5 に示す。材齢 28 日まで 20℃で

水中養生を行なった後に、劣化の形態観察と同様の装置

で乾燥湿潤繰り返し促進環境下に曝露した。その後、3

週間毎に曲げ強さ試験、圧縮強さ試験および質量を測定

した。曲げ強さ試験は、乾燥した 3 本の供試体に行うも

のとし、供試体の長軸が支持用ロールと直交するように

置き、成形したときの側面の中央に、載荷して最大荷重

を求める。圧縮強さ試験は、供試体を成形したときの両

側面を加圧面とし、荷重用加圧板を用いて供試体の折片

の中央部に載荷して最大荷重を求める。その後、各供試

体の曲げ強さおよび圧縮強さを算出した。 

 

表-４ ローモンタイト含有モルタル供試体の配合表 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5 ローモンタイト非含有モルタル供試体の配合表 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.５ 結果および考察 

 ローモンタイトの単結晶の粉状化の観察は、現在乾燥

と湿潤を 15 サイクル経過しており、3 つすべての結晶が

細かく割れ、粉状化の傾向が確認された(写真-４)。 

 ローモンタイトの単結晶を埋没させたペースト供試体

は、養生完了後 1 サイクル目からひび割れが確認でき、

10 サイクル目には 3 つすべての供試体で角部のセメント

ペーストが欠け、欠けた部分からローモンタイトがむき

出しになっていることが確認できた(写真-５)。また、埋

没させていない供試体は劣化が確認できなかった。 

 ローモンタイト含有骨材を埋没させたモルタル供試体

の形態観察で、材齢 196 日までは、乾燥湿潤が繰り返さ

れない屋内暴露の供試体には劣化の発現は確認されなか

った。屋外条件の供試体には材齢 91 日に一部微少な剥離、

ひび割れと思われる供試体があった(写真-7)。しかし、

その後材齢 196日までひび割れや剥離等の進展は確認さ

れず、初期乾燥収縮によるものである可能性が高いと考

えられる。また、乾燥湿潤繰り返しを促進した供試体で

は劣化の発現は確認できなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-４ 分割したローモンタイトの単結晶(１５サイクル目) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-５ ペーストが剥離した箇所(材齢 41 日目) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-６ 屋外暴露させた供試体のひび割れ(材齢 91 日目) 

40mm 
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次に、ローモンタイト含有骨材と非含有骨材を用いた

供試体の材齢 196 日までの曲げ強さ、圧縮強さを図-8、

図-9 に示す。ローモンタイト含有骨材の No.1 とけい砂

では No.1 の方が密度が大きいため、ローモンタイト含有

供試体の曲げ強さ、圧縮強さがローモンタイト非含有供

試体よりも高い結果となっている。 

両供試体共に材齢 196 日まで強度の増減にばらつきが

あるものの、その傾向からはローモンタイトの乾燥湿潤

による劣化の傾向は確認できていない。 

しかし、脇坂・阿南 10)が実施したローモンタイト含有

モルタル供試体の自然環境下での曝露試験では、ローモ

ンタイトによる劣化発現はローモンタイトの含有量と含

有骨材の粒径によって変化すると結論付けられており、

本実験で使用した骨材の含有量・粒径に近似する結果(図

-10)では 600 日後に劣化による相対同弾性係数が減少し

始めていることが確認されている。 

したがって、本実験で使用した骨材の含有量・粒径で

は乾燥湿潤繰り返しが促進された環境ではあったが早期

での劣化発現は難しく、長期による観察が必要であると

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-８ 曲げ強さの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-９ 圧縮強さの推移 

 

 

 

 

 

 

 

図-１０濁沸石によるコンクリートの劣化と劣化機構 

(脇坂・阿南)10) 

 

５． 混和材を使用したローモンタイト含有供試体の乾

燥湿潤促進試験 

 

５.１ 実験方法 

 ローモンタイトによるコンクリート劣化抑制対策とし

て、モルタルの水密性を向上させ水の浸入と浸出を抑え

るため、 (株 )テクノ中部の中部フライアッシュ (JIS 

A6201 II)(表-6)と、エスメント中部(株)のエスメントス

ーパー60(高炉スラグ微粉末 JIS A 6206)(表-7)を混和材

として使用した。配合表は表-8、表-9、表-10 に示す。

40×40×160mm の型枠に、セメントは CEM II/A-S 42.5 

N CE PM-CP2 NF を使用し、細骨材はニューカレドニ

ア産の No.1(1.2~10.0mm)を使用した。混和材を使用し

た供試体と、混和材を使用しない供試体とを各 33 本作

製した。また、劣化が発現しないよう屋内で曝露させる

混和材を使用しない供試体を 33 本作製した。打設後養

生 21 日まで 20℃の水中養生を行った。 

 養生後、湿潤乾燥繰り返し促進環境で曝露を行い、

20℃の水中で 2 日間、80℃の乾燥炉で 2 日間を１サイク

ルとした。その後、5 サイクル毎に４章と同様の手順で

曲げ強さ試験および圧縮強さ試験を実施した。 

 

表-６ 中部フライアッシュの諸性質 22) 

 

 

 

 

 

表-７ エスメントスーパー60 の諸性質 23) 
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表-８ フライアッシュを 15%置換した配合表 

 

 

 

 

 

 

 

表-９ 高炉スラグ微粉末を 40%置換した配合表 

 

 

 

 

 

 

 

表-１０ 混和材無の配合表 

 

 

 

 

 

 

 

 ５.２ 実験結果 

材齢 81 日(20 サイクル)までの曲げ強さ試験および圧

縮強さ試験の推移と、養生後の強度を 0 としてその後の

強度の変化量に変換したものを図-11、図-12、図-13、図

-14 に示す。乾燥と湿潤を繰り返さない屋内曝露の供試

体はローモンタイトの変質が起こらないため材齢毎に強

度が増進している。一方、乾燥湿潤を繰り返した混和材

無の供試体は材齢毎に曲げ強度、圧縮強度が低下してい

る。5 サイクル時点では混和材を使用した供試体の圧縮

強度が混和材無の強度よりも下回っているが、15 サイク

ル時点では強度が増進し、混和材無の供試体を上回って

いる。これは初期強度に優れないが長期強度に優れるフ

ライアッシュセメント、高炉セメントの特徴のためであ

ると考える。また、0 サイクル時に乾燥湿潤繰り返し促

進環境下の混和材無の供試体に対してフライアッシュを

15%置換した供試体は曲げ強さ、圧縮強さともに下回っ

ていたが、変化量の傾向や 15 サイクル時点での曲げ強さ、

圧縮強さの結果からローモンタイトの変質の影響を受け

る場合、セメント量の 15%をフライアッシュに置換した

ほうが強度を増進する傾向にあると考える。高炉スラグ

微粉末を 40%置換した供試体も強度が増加傾向にあり、

抑制の効果が現れる可能性がある。しかし、材齢 81 日時

点での傾向であり、強度増進後ローモンタイトの影響に

より強度が低下する可能性があるため、長期での観察が

必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-１１ 曲げ強さの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-１２曲げ強さ(変化量)の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-１３ 圧縮強さの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-１４ 圧縮強さ(変化量)の推移 

  セメント 高炉スラグ 水 細骨材

質量比 0.6 0.4 0.4 1.5

密度 2.99 2.6 1 2.58

単位質量 0.07 0.05 0.14 0.20

単位体積 42.3 32.4 84.3 122.6

質量（ｇ） 126.5 84.3 84.3 316.2

セメント フライアッシュ 水 細骨材

質量比 0.85 0.15 0.4 1.5

密度 2.99 2.1 1 2.58

単位質量 0.10 0.02 0.14 0.20

単位体積 59.9 15.0 84.2 122.4

質量（ｇ） 179.0 31.6 84.2 315.9

セメント 水 細骨材

質量比 1 0.4 1.5

密度 2.99 1 2.58

単位質量 0.12 0.14 0.20

単位体積 71.6 85.6 124.4

質量（ｇ） 214.0 85.6 321.0
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６.結論 

 

 本研究はニューカレドニアでのローモンタイトの乾

燥湿潤によるコンクリート劣化の対策策定の検討や、日

本において現時点で定量的な基準が定められていないロ

ーモンタイトが与えるコンクリートへの影響の新たな見

地を得ることを目的とし、以下のことを得た。 

 

1) ニューカレドニアのサンプル No.1、No.1(白)を用い

た定性分析の結果から、ローモンタイトの産状は目

視による確認は困難であるため、含有の有無につい

ては粉末 X 線回析による確認が必要である。 

 

2) ニューカレドニアのサンプルはローモンタイトが

最大約 6％含有しており，コンクリート用骨材に使

用した際、乾湿が繰り返される条件下では劣化を及

ぼす可能性が高い。 

 

3) ローモンタイトは直接水や空気に曝される場合、結

晶構造が早期に崩れ粉状化する。 

 

4) セメントペーストに単結晶を埋没させた供試体は

乾燥湿潤を促進させることでその形態変化を短期

間で確認することができるが、相対的な含有量が小

さくなるローモンタイト含有骨材を使用したモル

タル供試体は、材齢 196 日では劣化による強度低減

は確認できず、長期による観測が必要である。 

 

5) 混和材を使用した供試体は混和材を使用していな

い供試体と比較して強度が増進傾向にあり、ローモ

ンタイトの変質による影響が短期では受けにくい

可能性がある。 
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